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2021/5 2Q 2022/5 2Q 増減
金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 増減率（％）

売上高 12,801 100.0 13,184 100.0 383 3.0
売上原価 7,478 58.4 7,351 55.8 △126 △1.7
売上総利益 5,323 41.6 5,832 44.2 509 9.6
販管費合計 3,756 29.3 3,585 27.2 △171 △4.6

営業利益 1,566 12.2 2,247 17.0 680 43.5
経常利益 1,677 13.1 2,316 17.6 639 38.1
親会社株主に帰属する
四半期純利益 872 6.8 1,381 10.5 508 58.3

2021/5 期末 2022/5 2Q 増減
総資産（百万円） 30,972 29,369 △1,603
純資産（百万円） 22,468 22,998 530
自己資本比率（％） 70.8 77.3 6.5Pt

2022年5月期第２四半期 サマリー

(※)「収益認識に関する会計基準」等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年5月期
第2四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。
この結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は、804百万円、営業利益、経常利益および税金等調
整前四半期純利益はそれぞれ28百万円減少しております。
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9,786 10,373 10,093

768

2,427 3,090

2020/5 2Q 2021/5 2Q 2022/5 2Q

■ディスクロージャー関連事業
■通訳・翻訳事業

（百万円）

連結売上高推移

前年同四半期比△279（2.7％）減

前年同四半期比+663（27.3％）増

※「通訳・翻訳事業」は
十印グループのみ連結

※「通訳・翻訳事業」に
サイマル・グループが連結

10,554

12,801 13,184

ディスクロージャー
関連事業

通訳・翻訳事業

収益認識に関する会計基準
等の適用による影響額

△804百万円
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3,886 
4,062 

4,196 

2020/5
2Q

2021/5
2Q

2022/5
2Q

主な増減要因
・収益認識に関する会計基準等の適用に
よる影響額△66百万円

・開示書類作成支援ツール「X-Smart.シ
リーズ」の導入顧客数が増加

・目論見書の売上が増加

有価証券報告書、四半期報告書、目論見書、
決算プロセス自動化ツール「WizLabo」等

主な
関連
子会社

製品区分別

（百万円）

※印は非連結子会社です。

※ ※

主な
サービス金融商品取引法

セグメント別売上高｜①ディスクロージャー関連事業

134百万円
（3.3％）増
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主な増減要因

主な
関連
子会社

会社法
製品区分別 招集通知、「ネットで招集」、

株主総会運営支援、会社法関連翻訳 等

セグメント別売上高｜①ディスクロージャー関連事業

・株主総会招集通知の売上は6月から
5月に戻り売上高は減少（1Q）

・株主総会動画配信の売上増加
・収益認識に関する会計基準等の適用に
よる影響額127百万円

1,343 

2,057 2,154 

2020/5
2Q

2021/5
2Q

2022/5
2Q

（百万円） 96百万円
（4.7％）増

主な
サービス
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3,107 
2,887 

3,074 

2020/5
2Q

2021/5
2Q

2022/5
2Q

主な増減要因
・事業報告書/株主通信の売上は減少
・統合報告書およびIR関連書類のディス
クロージャー翻訳売上が増加

・IRサイト自動更新ツール(XJ-Storage)
の売上が増加

主な
関連
子会社

ＩＲ
事業報告書/株主通信、統合報告書、IR翻訳
IRサイト自動更新ツール「XJ-Storage」 等

製品区分別

186百万円
（6.5%増）

※

※印は非連結子会社です。

セグメント別売上高｜①ディスクロージャー関連事業

（百万円）

主な
サービス
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1,449 
1,366 

669 

2020/5
2Q

2021/5
2Q

2022/5
2Q

主な増減要因
・収益認識に関する会計基準等の適用
による影響額△866百万円

・株主優待関連の売上は増加

主な
関連
子会社

その他 株主優待関連、WEB制作売上 等
製品区分別

697百万円
（51.0％）減

セグメント別売上高｜①ディスクロージャー関連事業

（百万円）

主な
サービス

※

※印は非連結子会社です。
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768 

2,427 

3,090 

2020/5
2Q

2021/5
2Q

2022/5
2Q

通訳、通訳機材/遠隔同時通訳プラットフォームの提供、
翻訳/ローカライズ、AI翻訳システム、多言語翻訳 等

主な増減要因
・2020年5月期：十印グループ連結
・2021年5月期：サイマル･グループ連結
・通訳事業に新型コロナの影響が残る
もののハイブリッド型会議が定着

・翻訳事業は生産性改善が進み堅調に推移

主な
関連
子会社

セグメント別売上高｜②通訳・翻訳事業

（百万円）
663百万円
（27.3％）増

主な
サービス

※十印グループ
のみ連結

※サイマル・グループ
が連結
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5,918

3,769

2,539

6,030
6,462

4,092
3,580

4,982

7,844

4,956
4,571

7,404
7,722

5,462

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2019/5 2020/5 2021/5

32.4％
33.8％

お得意様の決算期が3月に集中していることに伴い季節的変動があり、第1四半期および
第4四半期の売上高が他の四半期に比べて多くなる傾向があります。

（百万円）

連結売上高四半期推移

31.7％

※4Qから十印グループが連結 ※1Qからサイマル・グループが連結

2022/5
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8,793 9,687 10,554 
12,801 13,184 

2018/5
2Q

2019/5
2Q

2020/5
2Q

2021/5
2Q

2022/5
2Q

1,324 1,284 1,415 1,566 
2,247 

2018/5
2Q

2019/5
2Q

2020/5
2Q

2021/5
2Q

2022/5
2Q

948 912 939 872 

1,381 

2018/5
2Q

2019/5
2Q

2020/5
2Q

2021/5
2Q

2022/5
2Q

売上高

各経営指標の推移

営業利益

親会社株主に帰属する
四半期純利益

（百万円）

「通訳・翻訳事業」の業績回復に伴い、売上高・利益ともに過去最高実績

1,390 1,357 1,451 1,677 
2,316 

2018/5
2Q

2019/5
2Q

2020/5
2Q

2021/5
2Q

2022/5
2Q

経常利益
（百万円）

（百万円）

（百万円）
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※セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と、
前四半期は304百万円、当四半期は319百万円、調整を行っております。

※セグメント利益又は損失（△）の調整額319万円には、持株会社（連結財務諸表提出会社）
とセグメントとの内部取引消去等△689百万円、各報告セグメントに配分していない持株
会社に係る損益1,008百万円が含まれております。

セグメント別情報

2022/5
2Q

（当期）

ディスクロージャー
関連事業 通訳・翻訳事業 四半期連結損益

計算書計上額

売上高 10,093 3,090 13,184
セグメント利益
又は損失（△） 1,945 △17 2,247

（百万円）

2021/5
2Q

（前期）

ディスクロージャー
関連事業 通訳・翻訳事業 四半期連結損益

計算書計上額

売上高 10,373 2,427 12,801
セグメント利益
又は損失（△） 1,697 △436 1,566
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通訳・翻訳事業（売上高3ヶ年推移）

3,822
2,427 3,090

8,347 

5,810 

■第2四半期 ■期末
（百万円）

2020/5
（コロナ前）

予想

※2020年5月期については、サイマル・グループは連結しておりませんが
連結したと仮定した場合の売上高を含めた数値を比較対象として記載しております。

感染症の影響が続くものの、コロナ前実績の約80％まで回復。

（※）

（※）

2021/5
（コロナ禍）

2022/5
（今期）

コロナ前
実績の

約80%回復

売上高



14

2021/5
2Q

2022/5
2Q 増減 増減率（％） 収益認識基準等の

適用による影響額

売上高 12,801 13,184 383 3.0 △804
売上原価 7,478 7,351 △126 △1.7 △775

（原価率） 58.4% 55.8% △2.6Pt ―
売上総利益 5,323 5,832 509 9.6 △28
販管費 3,756 3,585 △171 △4.6

営業利益 1,566 2,247 680 43.5 △28
（営業利益率） 12.2% 17.0% 4.8Pt ―

営業外収益 137 89 △47 △34.9
営業外費用 26 20 △6 △24.7

経常利益 1,677 2,316 639 38.1 △28
特別利益 4 11 7 154.5
特別損失 67 62 △4 △6.7

親会社株主に帰属する
四半期純利益 872 1,381 508 58.3

（百万円）

四半期連結損益計算書
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資産 2021/5 期末 2022/5 2Q 増減額 増減率(％)

流動資産合計 15,962 14,497 △1,464 △9.2
現金及び預金 9,744 10,578 833 8.6

固定資産合計 15,010 14,871 △138 △0.9
有形固定資産合計 4,349 4,295 △53 △1.2
無形固定資産合計 6,053 6,089 35 0.6
投資その他の資産合計 4,606 4,486 △120 △2.6

資産合計 30,972 29,369 △1,603 △5.2

負債・純資産 2021/5 期末 2022/5 2Q 増減額 増減率(％)

負債合計 8,504 6,370 △2,133 △25.1
流動負債合計 6,900 4,812 △2,088 △30.3
固定負債合計 1,603 1,558 △45 △2.8

純資産合計 22,468 22,998 530 2.4
株主資本 20,685 21,492 807 3.9
その他の包括利益累計額合計 1,234 1,211 △22 △1.8
非支配株主持分 548 293 △254 △46.4

負債純資産合計 30,972 29,369 △1,603 △5.2
自己資本比率 （％） 70.8 77.3 6.5Pt

（百万円）

四半期連結貸借対照表
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513 430

750

1,064

930
106

384

99

102
220

613
624

565

729

1,040

0

400

800

1,200

1,600

0

300

600

900

1,200

2018/5 2019/5 2020/5 2021/5 2022/5

849814

619

1,165 1,150

■ 有形固定資産（印刷機・サーバー維持費）
■ 無形固定資産（システム開発費）
■ 減価償却費

設備投資額・減価償却費（通期）

（百万円）

（予定）

設備投資額 （百万円）
減価償却費
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2021/5
2Q

2022/5
2Q 増減額 増減率

（％）

営業活動ＣＦ 1,619 2,043 424 26.2

投資活動ＣＦ △605 △471 133 22.0

財務活動ＣＦ 3,322 △664 △3,987 △120.0

現金及び現金同等物の
四半期末残高 11,593 10,473 △1,119 △9.7

四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（百万円）
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322
430 530 620

763
930

1,043
1,161

1,400

2014/5 2015/5 2016/5 2017/5 2018/5 2019/5 2020/5 2021/5 2022/5 2023/5

1．決算プロセス自動化ツール 金商法

■開示書類作成支援ツール（上位機種）
累計導入社数

2021年5月より、決算プロセス自動化ツール「WizLabo」をリリース。UI・UX（※）の
改良、API（※）連携機能の拡充、拡張性の強化など、使い勝手と機能性が大幅向上。

（社数）
1,239社 （目標）

11月末時点
※UI （ユーザーインターフェイス）＝ユーザーの視覚に触れる全ての部分／見た目／デザイン性
※UX（ユーザーエクスペリエンス）＝サービスを通じてユーザーが得られる体験／操作性
※API（アプリケーション・プログラミング・インターフェイス）＝ソフト連携機能
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２．WizLaboのAPI連携

「連結会計クラウドサービス」「予算作成」「IRサイト自動更新システム」など、
「WizLabo」とのAPI連携によってお客さまの課題解決を幅広くサポート

※API連携は2022年夏頃の実装予定 ※API連携は2022年実装予定

予算管理

開示書類
作成

金商法金商法

ウィズラボ・バジェット ウィズラボ・ライブラリー

API
連携

API
連携

API
連携

IRサイト
自動更新

連結会計
システム
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3．バーチャル株主総会 支援業務の拡大 会社法

従来からのオンデマンド配信に加え、ハイブリッド型やバーチャルオンリー型など
多様化するバーチャル株主総会に幅広く対応可能な支援体制を構築

実施形態 ①事前配信 ②ライブ配信 ③オンデマンド
配信

視聴対象 株主限定
株主限定

株主
限定

株主
以外
も可議決権行使・質問可能

（動議対応も可能）
議決権行使

・質問不可能

サポート
範囲 〇

〇
（バーチャル
オンリー）

〇
（ハイブリッド

出席型）

〇
（ハイブリッド

参加型）
〇

従来の
サポート
範囲

〇 × 〇 〇
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5.3 6.3

10.3

15.3
18.7

25.3

0

5

10

15

20

25

2017/5 2018/5 2019/5 2020/5 2021/5 2022/5

４．ESG・統合報告書関連

96

591

0

200

400

600

800

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
※ESG/統合報告研究室調べ。
※「JPX日経インデックス400対象企業」「日経225対象企業」「エコほっとライン掲載企業」「時価総額1,000億円以上の企業」のほか、

研究室の調査活動で確認できた企業を対象。

ＩＲ

■「統合報告書」発行企業社数の推移
（社数）

7年間で
約6倍に！

（予想）

■当社のIR全体売上に占める
ESG関連品目の割合

（％）

ESG関連サービスは売上高35.3％増。統合報告書の作成やIR翻訳、サステナビリティ
サイトの制作、ESGコンサルティングなど市場ニーズは拡大中。

650

9月末時点

435

11月末時点
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1,431
1,695 1,757 1,883 1,774

2,310

2016/5 2017/5 2018/5 2019/5 2020/5 2021/5 2022/5

23

５．ディスクロージャー翻訳 ディスク
ロージャー

関連

翻訳受注件数の推移
（件数）

1,617件

2021年11月末時点

※2021年5月期の件数からサイマル・グループで受注したディスクロージャ―翻訳案件も含んでおります。

新型コロナ禍においても、招集通知・決算短信等の翻訳ニーズは増加。
東証市場再編の他、JDR上場企業の増加も翻訳市場の追い風に。

（※）

11月末
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中期経営計画2023

2021/5
通期

（実績）

2022/5
２Q

（実績）

通期予想
進捗率

2022/5
通期

（予想）

2023/5
通期

（計画）

売上高 247億円 131億円 50.7％ 260億円 300億円

ディスクロジャー
関連事業 189億円 100億円 ― ― 200億円

通訳・翻訳事業 58億円 30億円 ― ― 100億円

営業利益 27億円 22億円 80.2％ 28億円 29億円

営業利益率 10.9％ 17.0％ ― ― 9.7％

親会社株主に帰属
する四半期（当期）純利益 16億円 13億円 81.2％ 17億円 19億円

ＲＯＥ 8.6% ― ― ― 10.0％

「中期経営計画2023」進捗状況
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配当金/配当性向の推移

株主還元

50.0 50.0 54.0 54.0 58.0 

50.3 45.2 38.8 41.5 44.7

0

50

100

150

200

250

300

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

2018/5 2019/5 2020/5 2021/5 2022/5

1株当たり配当金
（円）

（予定）

創業70周年
記念配当

■ 1株当たり配当金
■配当性向 4.0

配当方針

安定配当
配当性向40～50％目安

配当金

58.0円
中間配当金 27.0円
期末配当金 27.0円 記念配当金 4.0円+

配当性向
（％）
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総務部広報IR課 WEB https://www.takara-company.co.jp/
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商号 株式会社ＴＡＫＡＲＡ＆ＣＯＭＰＡＮＹ
創業 1952年（昭和27年）
本社所在地 〒171－0033 東京都豊島区高田三丁目28番8号
代表取締役社長 堆 誠一郎
上場取引所 東証一部（証券コード 7921）
決算期 5月
発行済株式総数 13,153千株
株主総数 36,497名
従業員数 1,056名（連結）

（2021年11月30日現在）

補足資料①会社概要
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１・顧客とともに新たな価値を創造する
２・倫理と道義を重んじる
３・専門能力を高め、顧客とともに成長する
４・お互いを認め合い、高め合う
５・社会の公器として正しいかどうかを判断基準とする

グループ各社の専門性を磨き、お客様の企業価値拡大に貢献し、
社会になくてはならないグローバル企業であり続ける

グループ企業理念

目指す姿

行動指針

社会の公器としての使命を果たす

補足資料②企業理念
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連結子会社

持株会社体制図

翻訳通訳・翻訳ディスクロージャー
＆ＩＲ関連

システム開発 ディスクロージャー＆
ESGコンサルティング 制作決算・開示支援

コンサルティング IPO検定試験

調査・翻訳WEB制作

翻訳

IPO実務支援
コンサルティング システム開発

グループ

※グループ会社は一部記載を
省略しております。

グループ

補足資料③


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31

